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乙皿子どもにとっての衣服の意味一

研究第8部　津 守 真

　幼い子どもの生きた生活にふれて2その中での行動を

見ていると，そこに， おとなにも共通な糟神的行為の原

初的なあらわれを認める芝とができる。ことばをもたな

い，あるいは2発逮の未熟な子どもの場合にはとくに）

身体的な動きによって，内面的な精神の動きを表出する

よりほかないので～ 鞘となもまた2子どもの生活の中に

くり返しあらわれる行動か㌧子ども の内面の動きをと

らえるのである（注1）o子どももまた～日日，自分g当

面している問題と取勾 組んで・子どもなりり努力をして

いる。ちえ遅れの子どももその例外ではない（注2）qそ

の原始的な衷現の中に，入間に共通の精神的行為の原型

のあることに気付かされて驚 くことがしばしぱである。

治象教育の面から見るときにも，表面にあらわれる行動

噺腋峡薗子ど柏身が髄としてヤ・るもの（子
どもがそれを意識しオいるか否かは別として）にふれる

モとができるヤ麹治騨酬爆斎の で摘と思
フo

　そのような観点からとり上げることのできる研究課題

は掌多‘あ幣が2こゐ小論では）私が・本研究所家庭摺

導ゲループにおいて728名のちえ遅れの子2ものグル

ープの中で，週に1日ずつ，1年間以上にわたってつき

合うことの多かったKの保育事例から，K自身が格闘し

ていたと思われる衣服をめぐる問癒一社会文化的規準

への反抗の問題一をとり上げて考察する。

注1　津守真「保育研究転回の過程』津守，本田，松井

　　「人間現象としての保育研究」光生館　昭49　P3

　　～28

注2　津守真編「知窓遅れの幼児の教育」慶応通信　昭

　　49

　　津守真「過程としての時間一1盲幼児の遊びは1
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1．出会い

5月4日
　母親が「きょうは離れなくて」 と云って2Kと共に庭

に出てきたとき・私はKの目と嵐会った。Kはすっと私

の傍によってきた。私は・そこにあった鉛ビの筒の中に

じゃり摩いれてりぞきこ、㌍と7Kもりぞきこみ，じゃり

をいれる。 Kと私と ④っきあヤ、はそこ冷ら始まったo

　（子どもξのつき南魁伶玲ま りにはいろいろあり，抱

いたりおぶっ此サする≧苓有力）毎始まる笏合，いつのま

にか遊びにま き4ま恥ていう、ところから舛まる場合欺ど

さまざまであうがヂ こ り例のように，目が一瞬台ったと

ころから， すっと近づいて、くるというような場合もしば

し峠ある。 、目を合わサ勉ぱか塗 うず人間関傑が始窪ると

は塑ぎからず逆年相善をしりご夢昏せ資場合もあ蚤望こ

郷例では岬甦つたことは｛黙であった魁こ働
と長い期間，私が見えるところにいるとKは安心して遊

んでいるが夕私が見えないところに移動すると，遊びを

やめて名についてく る豊Vラ声ラ雰関係がつづいた。）

　Kは私の手をひいて滑り台にゆくので， 私もついてゆ

く。階段の曲った券弔うに， 他参ら早えない魁く栖ち空

間がある。そζでKほ私を寂にっこり勤。

2』　Kの当面していた問題

5月11目・

　Kは，他の子どもが近寄ってくると逃げるるづみきを

並べたりして遊んでいるどぎに，他の子どもがつみぎに

手を出した窮Kの手1こさわったりすると・ 一いら熔らし

たように立上リン・大きな声でわめいて走りまわるる 戸外

で，他の子ど『もが走づていてKにぶっかったポKは地面’
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にしやがみ，砂をつかんで，はげしく自分の頭に砂をか

け，それから声を出して地面に頭を打ちつける。私がK

を肩にのせて歩きまわると次第に落蔚き，また，何かを

しはじめる。

　室内で，クレヨンで画用紙にKがかいたえを切り抜い

てやると，さもうれしそうな顔をし，手にもってじっと

ながめる。切り抜いていたのを持って歩いて いたとき

に，私が手にもっていたつみぎをプうっかリアKの足の

上におとした。とたんにKは手に持っていた切り抜いた

えを，しわくちゃにして投げすてる。午后になって，ま

た切り抜いたえをもってトランポリンにのっていたと

き，他の子どもがのってきた。するとKは，その切り抜

きをくしゃくしゃにして投げすてた。そレてン走って戸

外にゆき2顔を土にぶちつける。私はKを肩にのせて歩

くと，気分がおさまり遊ぴはじめるo

　このころはこういうことが多くあった。家ではKが頭

を打ちつけるために壁がくずれているところ演あるとい

う。この日の例のように2友だちがぶつかったというよ

うな理由のあるときもあるが，外から見える理由のなヤ㌧

ときもある。自分が気に入ってかいて，だいじに持って

歩いていたえを，突然くしゃくしゃにまるめてふみつ

ぶすこともある。

　これは自分ではよくできたと思い，満足し』てやったも

のを，次の瞬間に，ほんのわずかのきっかけで，自分で

破壊しン否定し，ふみつけてめちゃめちゃにする行動で

ある。人が自分ではよくできたと思うことの価値を，他

人から認められず，常にけなされていたら2自分で作っ

たものが客観的存在価値をもちえないごそのような場合

最初は自分で高く評価しても，自らそめ評価を否定する

行動をすることになるだろう。それに伴う感情の変化は

急激であ弘ほんのわずかなきっかげによづて∫反対の

極へと移行する。ちえ遅れの子どもの場合に）年令の割

に2することが幼稚であ防子ども自身は自分のしてい

ることに価値を諏め，満足しでいる場合にも，母親はそ

れを程度の低いことと思い，十分にそれをやらせておく

ことができなヤ・す

　Kは頭を壁に打ちつけ∫地面に打ちつけて声を出す。

自分のしていることが中断され，うま くいかないときで

ある。他人に向っていこうにも，精神的にも身体的にも

力のつよい大入の間にはさまれてンどうしようもなく，

壁に頭を打ちつけ喬より他ないのであろう。そのときの

子どもは2精神的に苦痛で南るに違いなヤ・oそのこと礪

頭を打ちつけて泣きわめくときに傍にめてよくわかるこ

とである。その時にKを抱き上げて肩車をして歩いてい

ると感情の出口がみつかり次第に気持が落蓉いてぐるo

　母親と話をしていると，Kの母親にはたくさんの心配

があ窮神経質である。壁に頭を打ちつけるようなとき

には，大きな声で叱ってやめさせよう．とする。私共と語

をするときには，教養もあり，理性的であリン子どもの

扱い方についてとくに異常であるようには思われない。

けれども，子どもの側からみるならば，四面壁に囲まれ

ているように思えるので，このような行動をするのであ

ろう。どこかに出口を求めようとするエネルギーがあっ

て，出口を見出せず，とり囲む壁に頭を打ちつけて探り

求めるより他ないのである。ぶつけられる壁は，ちえ遅

れの子どもには，どうすることもできないおとなの課す

る社会文化的要請の壁であるのに対して，ぶつかるエネ

ルギーは，子どもの内にあって2伸びようとするが形を

とらないン混沌のままの生命過程であるo

　Kは，やがて，このおとなの社会文化的要請の壁に対

してン自ら，積極的に反抗しようと試みる。それは「衣

服」への反抗を通してである。
　　　　　　　　　　　　　の

3．衣服への反抗

5月18日

　朝ンKといっしょに，庭のはしまで走ってもどってく

ることを何度かくり返す。Kは私の後から走づてきてン

私に追いつきン足がからまってころんだ。顔に擦傷がで

きるほどであった。Kはいつものように，地面に頭を打

ちつけようとして止めて，・すぐわきの草むらに顔をうず

めた。それだけでンじきにまた追いかけっこを始めた。

　この日，Klは，物を庭と外の堺の柵の外側に投げ捨て

る。それはKの好きなものが多く2たとえば，．前回 のと

き，家に持づて帰るほど好きだっ縞きりんのぬいぐる

みなどを，柵の外に投げる 。

　物をトイレの便器の中にいれる。気に入った風車をみ

つけると，すぐにトイレにもっていって捨てた。母親の

はなしによるとン家でも，母のだいじにしている物やン

Kの好きな物を，トイレの便器の中にすてるとのζとで

ある。

　この日も，自分でかいたえを切り抜いてくれと私に示

し2切り抜くとよろこんで，うれしそうに笑う。レばら

くすると，これをくしゃくしゃにして床にすてプふみつ

ける。傍にいても，外的な理由は見出せない。

　物を戸外の柵の外に捨てたり，トイレの便器の中に捨

てるときには，おとなの顔をみながらやることが多い。

おとなを困らせようというような表情が見られる。戸外

の柵の外に捨てるというのは，自分の領分から外に閉め

出すことであり，その点からいうならば，自分の好きな

ものに対する香定的な感憶を示すものである。しかし，
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おとなを困らせようとする感情が出てきた点で，頭を壁

にはげしく打ちつける行動とは異っている。また，トイ

レの便器の中に水びたしにすること，柵の外に捨てるこ

と・ともに・自分の意識的な行動の場から外に閉め出す

という点で共通であるずこれらの行動は，これからしば

らく続くが，更に次の「衣服」への反逆への過渡的な行

動とも云えると思う。

5月25日

　朝，私と走っている間に，何回が他の子どもにぶつか

り，頭を地面に打ちつけるので，隣接した公園につれて

ゆく。公園には水の流れがある。Kは私のはいていたサ

ンダルをとづて，水の流れに投げる。 肩分の運動靴も投

げて水にいれる。その運動靴に水をいれだり出したり し

て遊び始める。

　かなりの時間，遊んでかち帰っでぐる とゴ母親が入面

で私共を見つけ，「Kちゃん，くつは？」とたずねるじ

私がKの運動靴を見せるとジ「あら∫そうかしらジ色が

違うけど」之いうので2水に濡れたことを説明するもrK

の母は しきりに靴を調べていたがン私はKと室内に入り

食壌に加わった。Kは食事をあまりたべないでうろうろ

しはじめ2』画用紙を肖して題きはじめる。かき終る．とす

ぐにくしゃく しゃにする。何枚もかくがンかき終るとす

ぐにどれもくしゃくしゃにすう6

　帰るときに，Kの母は，新しいきれいな靴を持ってい

る。新しい靴を買いにい づたのである。これからしばら

、くの間ジKは靴をぬいで庭を走りたがるが）Kの母は夕

・Kが靴をはいていなヤ・のを見ると追いかけて，靴をはか

茸よう1とする。Kはa靴をはかされてもすぐにぬいでし

まい， 放り投げて走り出すo．

6月1日
　この日も庭で走っだり していると・．他の子どもとぶつ

．力咳わめきそうになるりでプ公騨こゆく・水の流れの

ところでンKはくつとく？下をぬいで・水に入る。その

うちには水の中に腰ばいになり上衣がぬれ為。Kはすぐ

に立上り7上衣をぬぎジノテンツもぬぐ。私は一瞬ためら

　　　　　　　　　　　　ヤったがぞKは喜んでとぴはね，1あそぶので，そ、㊨ままに

しておく。

　 かなりの時問・水の中で遊んで昼食の時閥になづたの

で・私は運れ帰らね獄と思い・声をかけて2体をふきン

パンツをはかせようとしたが7 すぐに反抗する。 足をつ

・？ぱるのをむりにはかせよう乏試みた。 すると，地面に

頭を打ちつげよ うとするので，私ははかせるのをやめて

Kを抱くど貯翼は私にかみつこうとする。そのときの・K

の表慨はけわしく》いっもとは人相が変ったようにみえ

．：た。ン私はKを抱ヤ｝て，しばらく静かにしていたがKには

私を避けるそぶりすら見られ再び信頼がかちえちれるか

ど うかン危ぶむほどであったら私はジ㌧「Kちゃんジ先生

・がむりにしたのはわるがったがら2 またシ水に入づてい

いよ」・ と1あやまって，再びKが遊び始めるのを待ったゴ0

　1そのあとy　Kはン私の持づているパシツとシャツど上

衣をとφで・水めとヒろに括ってゆき・ 水につける6そ

れを拾い上げて一寸じぽりy私のとごろにもってくる。

Kは，うれしそうな表情になり，5～6度それをくり返

し，自分で手す1りに干すず靴も水にづけるφひとしきり

遊んで後〆私の膝に坐リジ私の自をさわってジメ，足を

さわっで，アシと云った1リプL何か自の中でいろいろ云っ

てヤ・る。ぞしてア裸めま ま） 帰づてくる6　f

　 この日のKとめやりとりがら裸になることにづいて♪

私はいろいろと考えさぜら彩たずこの臨』裸で水の流れ

で遊ぶKを見てンそのわきの橋の上を通る人々の友応に

はさまぎまなものがあづた。f

　。幼稚園の遠足の子どもの行列が逮る。・ヴゾー という声

　が発せられるo先生湊ジ冒リと見てゆくる

　・えをかきにきた小学生の行列が通る。クスクス笑ら1た

　　りr，サ」という声がする。』

　・若い男子の大学生が通るず1r感ほう1やっとるな」と

’r 云って過ぎる。寸r 究1／rl1 1
－・

　♂頭のはげだ中年遇ぎφ男が通る6苧φっとるなjと云

　　って，一寸立ち止る乙

　・2，3才の子どもをつれた若い母親が通る。1べんなr目

つきで見て∫子1ども1φ手を＝にぎ6たままダ目をぞらし

　てン急いで通るo’こめよ1ケな母親は何人も通るo 字ど

　　もたちは）底の方をふりかえりながら』手をひかれて

　ゆきすぎるが1 そ（り子どもたちめ手足は何とも白くて

　細い。　 r溺 ㌧㌧ヒ・

　・近前の保育園め亭セもたちがくる。・先生は水の中を歩

　かせながらヂ1rズカ1一乍一がぬれて もいいんですよ」㌧と

　声をかけている。Kは，その子どもたちにまじφて歩

　　きまわり・木の実を水の中に投げたりして・毎矯時間

　　であるが， 」段と面白く遊んだよ’この幼児たちほゴK

　　の裸に対して，好奇σ目をも旅見るものもない6Lあ

　たり求えめようにしぜ野禾の実をい・う しょに投げ七遊

　ぶ6
　　こゐよう1にさまざまな反応があるので，K溝裸に なっ

　たときには，そうさせるかどうかには，ためら硫があンる

・し，裸で遊ぶときにいっもとは違った自由な動ぎがある

　のを見た後にも，つれて帰るときには，r衣服を着ぜよう

’とする試みをする。その試みをするときには慨も彫かし

　たら，すぐに着るかもしれないとヤ・う期待を持つごど！が

　できるわけだから，その試みをするのは 自然なすど樽あ
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ろう。ところカ㍉衣月侵を若せようとする試みにアこれほ

どまでの激しい反抗を示したとき7それは，単に衣服を

将るということではなくて，彼にとってはそれ以上の意

味があるのだろうと考えざるをえない。Kはその衣服を

水につけ，水に沈める。それほどまでにン衣服を否定し

なければならないということも，彼にとって，衣服が特

別の意味をもつことを示すものであろう0

6月8口
　母親の話によると，昨日は，風呂桶の水の中に，衣服

や人形をいれてあったとのことである。また，トイレの

便器の中に，衣服類をいれてあらたとのことである。母

親は「おしりを叩いておしおきをしたんです」という。

　この日は雨降りで，全員室内にいたが，Kはその中に

まじって， ひと勢で遊べていることが多かった。

6月15日

　この日は・何度も自分からシャツとずぼんを脱ぎ，脱

いだ衣服を水道の水につけた。

　（こういうこと力監数週間つづくo）

6月28日

　庭にだれもいなくなったとき，Kは急に庭にゆき，砂

場の水たまりでずぼんを脱ぎン泥水につける。

　まもなく，自分から部屋に入ってきたので，別のパン

ツを出すと，自分からはこうとしてシャツも瀞る。　（自

分から素直に着ることは珍らしい）

7丹6日
　ままごと茶碗を並べ，大つみきで囲み，いろいろの人

形や自動車を配置して私をよび，ごはんを食べさせる動

作などをして，私を相手にしてひとりで遊んだ。（近来

にない充実したあそびである）他の子どもがきて，ぶつ

かった窮くずしたりしても，ほとんど怒らないことが

多かった。何度も庭に出るが，一凌も靴をぬごうとしな

い。おとなのスリッパや靴をぬがせるが，捨てにゆかな

ヤ’0

7月13日

　砂場でパンツをぬいで，柵の外にすてにゆく。それを

拾ってきて，砂場の泥水の中につける。じきに自分から

部屋に入ったので，パンツを出してはかせると，すぐに

はくQこのところ夕明らかに，衣服を着せるときの反抗

が少なく奉弘円滑に着せることが，できるようになづ

たo

　また，この1，2週間とくに，にこにことうれしそう

に近寄ってきて，その表情が和らいできた。

　夏休み中，Kの母親はプールの回数券を買って，毎日

のように2Kをプールにつれていった0

9月14日

第11集

　久しぶりにKに会った。Kは，くるとすぐに私のとこ

ろにきて抱きついたQそのあとンひとりでつみきで遊ん

でいた。他の子どもがぶつかっても怒らない。

　母親は，自分からいろいろと話す。「普通の子どもを

みると，小さいのになまいきにみえて，この子は宝みた

いなものだと思いますo」　「Kがかんしゃくを起したと

き，あるときまで叱っていたが，それはよいことではな

いと分りました。それから♪Kが私のところにくれば，

抱きしめて慰めてやることにしました。Kも私のところ

にいけば慰めてもらえると分ってから，よく私のところ

にくるし，落普いてきたように思います」「Kはとても

やさしい繊細な気持をもっているんです。なまいきな子

どもには見られない子どもらしさですQそれをつぶして

はならないと思います」母親がこのように藷すのは，母

親の側にも，変化が生じてきたと見ることができよう。

9月21日

　庭に出るときに，サンダルをはく。脱げると，わざわ

ざ引き返してはく。水たまりがあっても，パンツを脱が

ない。靴を水につけない。部屋に入るとき，私がスリッ

パをはくと，Kもスリッノぐをはくo

　ζうして，衣服に反逆を示す行動は，数ヵ月続いた後

に終結に至った。それとともに，Kの行動は全体にやわ

らかくなり，地面や壁に頭を打ちつける行動はほとんど

見られなくなり，また，自分で描いたものを2直後にく

しゃくしゃにすることもなくなったo

　この後，Kは，いままで外に対する反抗の面があらわ

れていたのに対して，内側の世界に目を向けるようにな

る。それは薄暗い部屋の中への関心という形であらわれ

るのであるが，ここでは，次の時期への変化を指摘して

おくにとどめる。

　ここで，Kの衣服への反抗の経過を見直してみると，

自分の作ったものを否定すること，壁や地面に頭を打ち

つけること。好きなものを柵の外に捨てることなどと，

一連の経過の中にあらわれている。すでに述ぺてきたよ

うに，いずれも，おとなの社会文化的要請と関連してい

ることがらであ窮衣服への反抗は，おとなの社会文化

的要諸への反抗として見られるであろう。それが何故，

とくに，衣服への反抗としてあらわれるのであろうか。

それは，衣服が社会文化的要請を象徴するものとしての

意味をになっているからと考えられよう。Kの琳例は，

このことを極端な形で，浮きぼりにしてくれたのである

がアこれはKのみに特殊なことではない。Kの礁例は，

ふだんは，明確に意識されていなかった衣服のもっ精神

的な意味を考えさせてくれたように思う。そして気が付

いてみるとン昔から，衣服のもつ魔力を取扱った民話や
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輔蝋多くある・琴趨こ・獺の意殖？いての
一般的考察を してみたい。

4．象徴としての衣服

　衣服のもつ象徴的意味峯考蔑うと．きにあまず私が悪ヤ・

起女のほ， 19世紀の英国の思想家カーライルの「衣服哲

学サーター・レザータス（SatorResaftus）」である。

新渡戸稲璋の抄訳（注3）があるが， 苓れは，、彼が r高の
搬になったときに行った連続繊で・彼自身・、 30騨
上もこの書勃を読んで大きな影響をうけたと云診れるo

これは，3部にわたって衣服から人間について考察レ牟

もので，衣服と真正面から取り組々澤哲学轡である。こ

』のめ蝉轄が出るということからもぞr衣騨人間の

本質の一部をなしてヤ》ることが分る。その巾で， 稼はし

ばしば，サンク・ティスム（SansculQttism》（ずぽんを

はかない世界，無揮主義）とめう語を用いている。 衣服

をつけない裸め世界に，物の本輩ボあ争われ，物事の真

実にふれるごとができるという意味である。世の申俊制

戯か習戯か鵬てて・畑の騨弔碑るには・ 衣

戯謝ていてはだめだと1いうrこと転っ細る・ 紡
ろん，とれは，今日云うととろのヌーディズムを奨励し

てヤ・獅ではなヤ｝。衣齢人間1こ対してもつ意嘩醗

するヒとの必要を云うてい為のである。「衣服を舜けた

世界」 という章の中で，錐人も♪ 巡査もン僧侶も，役人

も，皆一種の衣服でけないか，文明社会酵衣服の変形と

も云えるのではないかと述尽て・衣脹はすなわち社会文

化である2と云っている彼は云う。・「もしも皇帝の金釦

が急に消え7羊の毛織物1が夢のように消えてし家ったら

どうなるだろうか。そうして急にみんな裸になったら・

一番近いかくれ場にもぐりこむのではないかoそうした

ら，すべての政府の組織も・卓法も・財産も・警察も・

文虜律会もみな消えてしまうめで礪なヤ・か。これらは皆

衣服の変形ではないか。」（注4）

　　「黍服稼われわれに，個性と， 特異悔と，社会的礼儀

　とを与えてくれた』衣服がわれわれ奪，人間町してくれ

たoしかし同時にア衣服がわれわれの内実を蔽いかくそ

　うと脅威を与えている。（衣服がわれわれを蔽うてしま

って，魂はなくなっオ，衣服ぱかりにして しまうのがお

　そろしいo）」と。（注5）

　　更に，「衣服を脱いだ世鼻』という章の中で，人間か

　ら衣服をとり去ったときに，はじめて，人間は監監一個の

精神的存在（a　spirit）”であり，神秘の中でも言葉に

云いつくせない神秘なもの（unutterab旦eMysteryof

　Mysteries）であることを悟る偉大さに達するとヤ’う。

彼の言をかりれば，「衣服を透して人間そのものを見る

ことができる者は幸いであ為。」（洗6）

　こζにみるようrに，カーラィル之よれば，衣服は文明

緯会の象徴であ防衣服をとり去ったと尊ろに人間の本

質があらわれる。

　心理学で絹い多パーソナリティ という語はプラテン語

のペルソナから来典語であ防これは古典劇で用いられ

る役者の仮面葱指す語であ多，ζとはよく知ら晒ている。

すなわち，、蝉臥間が・ 社会≧の間でかえてゆく ・仮

面歩ペルソナであり， 丁外的世界に対する璋応のことで診

る。それがうまくい期なy・、と社会的不適応を起す。仮面

は人が身につけるもρであリン衣服の一璋と云？てもよ

いであろう。逆にいう、ならばン社会との間でどのよう落

適応調和9関駆保っ・てヤ’る鱒・本服にあら纏る

≧も云えよう。も・もろん・ 現実生溝ρ中ではめろいろの

麹がはたらくから』そ咽鶴禅1こ図式的齢的に

考筋れなヤ・ことはヤ・独さも なヤ’・「麹中にあらわれ

る衣服ほ，さらに象鋤意嚇多軸つてい融考え ら

れる。夢卿で，姫擁けて晴力・った り陣人の衣一

服を間違えて碧た勢 ，衣服を汚さないよう1こ細貸の注童

泓っゆなど～衣月侵が出て個とき1こは・そ鉱韓

会的璋応爾問題を多く海かえている時である尊とはみ多

　くゐ人が普通に体験する、ところである。

　普から伝わっている犀話や童話のウにも2衣服瀕容「

　ソナリティの社会文化的側面を象徴してy・喬すとを尽す

　ものがいういろある（注7）σ他人の衣曄を藩ること陛き

　って変装して何かをなしとげる甑（アイルラセドあ王様

　と衣服をかえるこ とによって王になる語（中国）主人と

召使と衣服を交換することによって，地位も交換する詔

　（リスアニア）王様と泥棒が衣服を交換ずる話（印度）

　王女と下女が衣服を交換する話（イ’タリブ）などでは，

　衣服は社会的地位φ役割ど等価になっている♂また∫衣

　服が自分自身め白弓1同■性を示す物語もある1げ愚か者が

’新しい衣服を着る碕はノ自参自身を知らない者の趣行そ

　あるという詣（欧州》 衣服をかえる ことにタって変身す

　る話（ア イヌランド1北米インディアンン　アイルラン

　ドンエスキモー，フランス系カナダ），」；本によって身

　元証明とまる話（イギリスタイタリア，アフリカ）など

である。そのよ蒐衣服が・醗φ躰に1く．うついて離

　れなくなる語もある（欧州）。それをひき離す≧いう試錬

　を課せられる器もある （アイスランド）。社会的役割とは

　別に自分自身渉あることが分らなくなるほどに，両者が

　混同してゼる状態をいうものであろう。ごのような資料

　をあげてゆけば，いぐらでもこれに付加してゆぐことが

　できるであろう（注8）o

　　耳ングの主著の一つである「心理学と錬金術」の中で
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彼は亀入の男性の数日の夢を考察しているがンその最初

の夢は，社交の場に出て，帰るときに自分の堀子を間違

えてかぶるという夢である（注9）。輌子は頭のまわりを

蔽うものであ窮人間の全体を象徴し，観念の内容を象

徴する。他人の幅子をかぶるときにはン自分に似つかわ

しくない違和感と困惑があるであろう。ことに帽子は，

多くの人の目につきやすく》その困惑は，社会的な色彩

を帯びるであろう。ユングは他人の幅子をかぶるどいう

のは2その人にとって未知の体験，すなわち無意識に出

会うことであるとする。そこから人格の統合がはじまる

過程が，この後につづく夢によって示される。ここで

は，社会との間の適応の問題にとどまらず少むしろ，自

分自身に対する適応の問題が中心となってきている。

　ここに見たようにン衣服を社会文化の象徴としてみて

いる資料は数多くあり〆衣服は人間にとって精神的意味

をもつものである。とするならば，衣服には人間のさま

ざま欺感情がまつわりついており1 喜端な場合には，衣

服を水にづけたり♪破き捨て去ってしまうことも出てく

る・これは・そこに葡その人の騨9問題で樋リン

その人が取り組まされている問題のあらわれとも見るこ

とができる・離論もが衣服を脱ぎ捨丁るとき閣，

社会文化的規制を離れ七，素朴な入間として振舞い，対

等な人間としての交りを求めているという見方をするこ

とができようる

注3　新渡戸稲造　衣服哲学講義，新渡戸稲造全集第9

　　巻　昭44

　　　Tho血as　Carlyle　l　Sator　Resartus1833

注40p，・cit．P．84

注5　QP，cit，p．57

注6　　0P，cit．P．86

注7　Thqmpson，Stith：Motif・lndex　of Foik・Lite．

　　「alurelndianaUniv・Press，1966

注8　衣服にも，輯子がら上衣，靴にいたるまでいろい

　　ろあり，それぞれ意味を異にする ものである。靴に

　　ついては，幼児俊御察珊究の中で私が考察した小論

　　があるo

　　津守真，幼児の観察研究「幼児と靴」幼児の議育

　　72巻3号P64～72
　　子ども1ま靴に強い闘心もつものでをあり，・シンデ

　　レラの物語の宇で・子どもが胤慧趣る場葭の一

　　つは，靴が脱げる場面である。靴はぞ その人でなけ

　　れぱはくことができない，人格そのものをあらわす

　　ものである。 千里をとぶペガサスのように，能力を

　　あらわす場合もある。また日本においてはとくに，

　靴をはく場所と脱ぐ場所には厳格な区別があ．り）靴

第11集

　　は外出をも意味する。子どもは，歩き始めたとろか

　　ら，はだしで戸外に出ると，親は靴をもって追いか

　　ける。靴は子どもにとって，社会的規制をも代表す

　　るよう壱こなる。

注9　Jung，C。G，＝PsychologieundAichemie1943

5．結 び

　子どもが衣服を脱いで将ようとしないとき，靴をはか

ないで2その靴を水の中につけるとき，そこに立ち会う

おとなは困惑するが，それは子どもにとってはどのよう

な意味をもつのであるかを問題とした。そ して，Kの保

育の経過め中で，耳の衣服をめぐる行動は精神的意味を

もつ行為の表現であるという見方に立って考察した。

　Kの琳例に見たように2知恵おくれの子どの場合に

はン親やおとなの側に，何とかして，普通並みに追ぴつ

かせよう。社会に適応させようとする気持が強ぐはたら

く。それ準から， 親は子どもに人並みの服装をさせたい

と思う し・衣服や鞭脱ごうとすれば，無理にでもそれ

を若せることになる。そのことで子どもと悶着を起しは

じめると～子どもと対等に遊ぷことができなくなってし

濠う己子どもの側からみるならば夕おとな乏人肉的感情

を共に分ち合いたいときに，おとなが社会的側面からだ

け しか見ない揚合には，その社会的規準一衣服一に対し

て反抗を示すことになる。子どもは衣服を脱ぎ捨て衣服

を水の中に沈めて，裸の自分自身になってとびまわる。

人間としての存在感を共にするところから出発すること

を求めているのであるo・そこから出発して，子どもが自

分から社会に入ってゆこうとするとき子どもは再び自分

から衣服を蓄るようになるQこれがKの辿った経過であ

った。

　これは一例の事例経過であるが，ちえ遅れの幼児の保

育の実際では，衣服についてンここに述べたのと類似の

場面に多くぶつかる。そのようなとき，衣服を基本的生

活習慣のしつけの観点からだけ考えるのでは不十分であ

って，子どもにとっての精神的意味を考える必要があ

る。Kの事例峠このことを際立った形で示してくれたも

のである。

　Kの衣服に関する行動は，その直接的な身体行動表現

によってン衣服に象徴される精神的行為の原型を明らか

にしてくれたものであると思う。
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